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円
山
応
挙
の
作
は
、
人
間
の
業
や
自
然
の
驚
異
を
写
実
的
に
捉
え
た
作
品
で
す
。
人
間

の
苦
難
と
幸
福
の
対
比
が
鮮
烈
な
出
世
作
『
七
難
七
福
図
巻
』、
徹
底
し
た
写
生
に
よ
る

飾
り
羽
の
緻
密
な
色
彩
が
光
る
『
牡
丹
孔
雀
図
』、
縦
三
．
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
今
に

も
水
飛
沫
の
轟
音
が
聞
こ
え
そ
う
な
『
大
瀑
布
図
』
が
順
次
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
伊
藤
若
冲
の
作
は
、
鹿
苑
寺
の
大
書
院
を
飾
っ
た
全
五
十
面
か
ら
な
る
『
大

書
院
障
壁
画
』
で
す
。
彼
の
極
彩
色
画
と
は
対
照
的
に
、
本
作
は
「
水
墨
画
家
」
と
し

て
の
天
才
的
手
腕
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
墨
の
滲
み
を
利
用
し
て
立
体
感

を
生
み
出
す
「
筋
目
描
」
な
ど
の
超
絶
技
巧
を
駆
使
し
、
葡
萄
に
集
う
小
鳥
や
、
生
命

力
あ
ふ
れ
る
鶏
、
孤
高
の
松
鶴
が
モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界
で
躍
動
的
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

十
八
世
紀
の
京
都
画
壇
を
牽
引
し
た
両
巨
匠
の
、
静
と
動
、
写
実
と
装
飾
の
極
致
を

体
感
で
き
る
展
覧
会
で
す
。
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